
（参考資料）















祗\H L 

12 



|
l
3

I
 

第2: 図 浣菜物四理廷云平回図〈地下渇
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第22図 廃棄物処理建屋平面図（地上階）

（添付磁類 八 第2. l-7図）
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2. プラント配置並びに建屋構築物の概要
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A : 0. 006mSv/h以下
B : 0. 0 I mSv / h以下
C : 0. 06 mSv/h以下
D: 0.12 mSv,/h以下
E : l mSv/h木祐
F : l mSv/h以上
注）告示に基づき， l.3mSv/3月間在超えるか

又は超えるおでれのある区域を管理区域に
設定する。

A : IJ. 006mSv/h以ト
・

B : 0. 01 mSv/h以ト・
C : 0. 06 mSv/h以ト・
D : IJ. ll mSv/h以ト

・

E : l mSY/h未禍
F : l mSv/h以上
注）告示に胡づき， l.3mSv/3月間を超えるか

又は超えるおそれのある区域を管囲区城に
設定する。

第2.2--3図 遮へい設叶ト(i)区域に分
（タ ー ビン字及ひI泉予炉哺機宇半血）

第2.2--4図 遮へい設Ji上の区域区分（原了炉建屈名階亨面）
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5. 2 東海発電所の放射性廃菜物により 般公衆の受ける線畠評価

b. 2. l 気体廃棄物中の希ガスのr線に起因する実タ））線量

気体廃棄物のキなおの（］， 牛体遮へい▲こlンクリートの熟を除去するための

冷却用空氣が遮へい壁と原了炉の間を通過する際に放射化されたア）にゴン —•

11である。

よう素． 希ガス等の該分裂'+. 成物については， 破損燃料検出器が設けられ

ており原f炉述転中でも直ちに燃料取換機により原—f炉外に破損燃料を収り

出せるようになっている。 したがって， 一次冷却材中の核分裂牛成物濃度が

高くなることはなく， また， 冷却材の漏えいも少ないことから外部へ放出さ

れる量は無視し得ると考えられる，

したがって， ここでは徘気筒からの放出の主体となるア）レゴン-- 41による

実効線景の計算を行うものとdる。

(!) 計算のための前提条件

a. 仕閥平均放出平

放出される気体廃棄物の大部分は， 生体遮へい壁冷却用空気の放射化

によって生成されるアルゴン 一 41であり， 発電所(/)年間椋働堺(80 %) 

を止に算白した年間平均の希ガス放出率と実効エネ）レギを下表に示す。

希ガス放出率(Bq/い
' 

約i. 9X iO 

ァ綿実効工不ルキ（枷V) 約I. れ8

h. 放出緑OJ fl効蝕人

排氣筒は原了炉建屋旦上に設囮亡れており， その地J:. 忙い 出口直径及

び吹：廿し速度を卜表『示す C

9 - fl-: 化J5 9 り 一 名6
























